
第４回総務産業常任委員会 概要報告

年 月 日 令和８年５月２２日 会場 第１委員会室 案件 所管事項の調査

出 席 委 員 東川孝義、山崎真由美、遠藤隆男、川村幸栄、清水一夫、水間健詞、中畠孝幸

委員外議員 なし

欠 席 委 員 なし

審査及び報告事項
各所管部署より令和８年度の施策について報告を受け、質疑応答を行った。

【１】建設水道部事業概要について

１）令和８年度建設水道部事業概要 建設工事等発注予定事業

予定委託業務 23 件（1,040,309 千円）

予定工事 55 件（2,442,361 千円）

事業費の総体で、令和７年度に比べ約 19 億 2,000 万円の減額となっているのは、名

寄東中学校整備事業や特養しらかばハイツ等の改修事業費の減額によるもの。

２）公共下水道事業計画変更に伴う名寄市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条

例の一部改正について

３）水道事業に係る債権（水道料金）の放棄について

４）令和７年度除排雪事業について

令和７年度累積降雪量 444cm（前年比 88％）
除雪出動 名寄地区郊外 31日・市街 22日 風連地区郊外 55日・市街 33日

幹線道路排雪 名寄地区 9,383 台 風連地区 1,395 台

排雪ダンプ助成 一般住宅 728 件（1,736 台）、店舗併用住宅 17 件（58 台）

町内会 4件（61 台）

前年比約９割の利用

【２】経済部

令和８年度主要施策及び報告事項について

産業振興課 １、労働行政 ①労働実態調査 ②人材育成確保事業

２、商工業振興 ①中小企業振興条例助成事業

②生産性向上・省力化支援事業

③名寄市地域通貨 Yoroca

３、観光振興 ①名寄市観光振興計画（第３次）の策定

項 目 現 行 変更後

計画人口

計画汚水量 日平均

事業計画期間

23,500 人

7,400m3/日

令和８年度

20,900 人

6,670m3/日

令和１２年度



②地域おこし協力隊事業

農務課 １、名寄市農業・農村振興計画

２、食育推進事業

３、地域おこし協力隊事業

４、農業振興センター事業

５、畜産クラスター事業

〈主な質疑及び答弁要約〉

Ｑ1、名寄市農業・農村振興計画スケジュールの中で、関係団体の意見を聞き取る際、生産

部会等とある。等に当たる団体は。

Ａ1、今後作業に移っていく中で団体を考えていく。

Ｑ2、地域おこし協力隊１名が期中退任された理由は。

Ａ2、２年間活動後、将来のハードルが高いと判断されたため。

耕地林務課 １、土地改良事業（道営事業）

２、森林経営管理者制度の運用

３、北海道ヒグマゾーニング管理推進モデル事業

４、森林吸収系「Jークレジット」の創出

農業委員会 １、農地法等に関する申請等の許可及び審査

２、農地中間管理事業法による農地の権利移動

３、農地のあっせん及び利用調整

４、農業者年金制度に関する事務

その他

〈主な質疑及び答弁要約〉

Ｑ、ナフサ不足に対する市内業者への影響は。実態調査がなされているのかどうか。

Ａ、市内業者に対する直接の調査はまだ行っていない。名寄商工会議所、風連商工会を通

じて今後確認していきたい。

意見 実情を掴んでいただきたい。

【３】総合政策部

総合政策課 １、総合計画策定・推進事業、まち・ひと・しごと創生総合戦略事業

２、公共施設等再配置計画推進事業

３、ゼロカーボン推進事業

４、物流拠点化構想

地域課題担当 １、地域公共交通の取組について

２、町内会連合会事業

３、王子マテリア株式会社名寄工場生産品集約に係る敷地利活用

４、名寄産業高等学校跡地利活用

〈主な質疑及び答弁要約〉

Ｑ、A I オンデマンドバス「のるーと」の実証運行後、Yoroca での支払い（割引）を終了

させたのは何故か。

Ａ、一旦終了とした。今後の変化を見ていく。

意見、Yoroca での利用者が一定程度あるので、今後もやることを求める。

秘書広報課 １、秘書業務等

２、広報公聴業務



３、プロモーション業務

４、移住・定住

５、個人版ふるさと納税

６、企業版ふるさと納税

交流推進課 １、国内交流 ①名寄・藤島交流友の会事業 ②都市交流事業

２、国際交流 ①リンゼイ姉妹都市交流事業

②ドーリンスク友好交流事業・・・暫く休止

③台湾交流事業

３、ふるさと会

４、外国人材活躍推進事業

スポーツ政策課 １、会議 ①名寄市スポーツ推進審議会

②名寄市スポーツ推進委員会

２、スポーツ施設整備事業

３、スポーツ振興事業 ①各種スポーツ大会開催事業

②関係団体支援

③学校施設開放事業

④てく TECH 活動事業

４、Nスポーツコミッション事業

〈主な質疑及び答弁要約〉

Ｑ、資料の中に「Nスポーツコミッションなよろ」と「Nスポーツコミッション」の二通りの

表現があるのは。

Ａ、整理して「Nスポーツコミッションなよろ」と表記していく。

大学法人化準備室 １、2027 年（令和９年）４月、名寄市立大学の公立大学法人への移行準備

主なスケジュール

令和８年９月 定款提案、中期目標提案

【４】総務部

主要施策及び報告事項について

総務課 ア 令和８年度の基幹統計調査について

総務部（行革・職員・研修担当）

ア 人材育成について

イ 名寄市職員採用について

ウ 人材確保について

エ 名寄市行財政改革について

総務部（法制・訟務担当）

ア 令和７年度の債権放棄の状況報告について

総務部（デジタル推進担当）

ア D X（デジタル・トランスフォーメーション）の推進について



報告者 総務産業常任委員会副委員長 山崎 真由美

総務部（防災担当）

ア 防災体験（なよろ産業まつり）について

イ 令和８年度名寄市防災訓練について

ウ 全国瞬時警報システム（Jアラート）受信機等の更新について

エ 個別避難計画の作成について

〈主な質疑及び答弁要約〉

Ｑ、防災体験については、借用が難しい設備を今年も準備しての取り組みとなるが会場は。

Ａ、エンレイホール前の広場（芝生）を考えている。

財政課 ア 名寄市公共施設等総合管理計画の改定について

厳しい財政状況の中、公共施設の基本となるべく、名寄市公共施設等

総合管理計画の改訂を行う。

以上で第４回総務産業常任委員会を終了


